
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

　給湯自動止水を行なう際には、燃焼運転を停止し、該燃焼運転が停止して熱交換器温度
が所定温度以下になった後に止水弁を閉止することを特徴とする給湯装置の制御方法。
【請求項２】
　

　給湯自動止水を行なう際には、燃焼運転を停止し、該燃焼運転が停止してから熱交換器
温度が所定温度以上低下した後に止水弁を閉止することを特徴とする給湯装置の制御方法
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は給湯装置の制御方法に関する。特に、給湯自動止水型の給湯装置の制御方法に関
する。
【０００２】
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熱交換器の下流側に止水弁を設け、さらに該止水弁の下流側に圧力安全弁を設け、浴槽
への湯の落とし込み時に設定量の湯が落とし込まれたら湯を自動止水するようにした給湯
装置の制御方法において、

熱交換器の下流側に止水弁を設け、さらに該止水弁の下流側に圧力安全弁を設け、浴槽
への湯の落とし込み時に設定量の湯が落とし込まれたら湯を自動止水するようにした給湯
装置の制御方法において、



【従来の技術】
給湯自動止水型（オートストップ型）の給湯装置の構造を図１に示す。この給湯装置１に
あっては、缶体２の下部にガスバーナー３を設けている。ガスバーナー３には、ガス電磁
弁５及びガス比例弁６を通ってガス供給管４からガスが供給され、ガス比例弁６により制
御された燃焼力でガスが燃焼される。缶体２の下面にはガスバーナー３に空気を強制的に
供給してガスを最適な空燃比で燃焼させるための送風機７が設けられており、缶体２の上
面にはガスバーナー３で燃焼した排ガスを排出するための排気口８が設けられている。な
お、１４はガスバーナー３の燃焼状態を検知するためのフレームロッドである。
【０００３】
また、缶体２内部において、ガスバーナー３の上方には、熱交換器９が配設されており、
熱交換器９の入水口には、上水道からの水を供給するための入水管１０が接続されており
、熱交換器９の出湯口には、熱交換器９で加熱された湯を出湯するための出湯管１１が接
続されている。入水管１０には水量センサ１２及び入水温度センサ１３が設けられている
。出湯管１１には缶体温度センサ１５、給湯止水弁１６、出湯温度センサ１７及び圧力安
全弁（圧力逃がし弁）１８が設けられており、入水管１０の水量センサ１２よりも上流側
からはバイパス流量調整弁２０を備えたバイパス管１９が分岐し、バイパス管１９の下流
端は出湯管１１の缶体温度センサ１５及び給湯止水弁１６の中間に接続されている。また
、出湯管１１の端末には、浴室のカラン２２が設けられている。
【０００４】
　ここで、給湯止水弁１６は、止水機能付きの過流出防止サーボ弁である。また、圧力安
全弁１８は、給湯止水弁１６の損傷を防止するため、給湯止水弁１６の下流側に設けられ
ている。つまり、出湯管１１の先に設けられた湯水混合栓（図示せず）から水が逆流して
きたとき、給湯止水弁１６が閉じていると、逆流して来た水の圧力による衝撃（ウォータ
ーハンマー）が給湯止水弁１６に加わって給湯止水弁１６が損傷す れがある。そのた
め、圧力安全弁１８を給湯止水弁１６の下流側に設け、このような水圧による衝撃が出湯
管１１に伝わってきた場合には、その衝撃を圧力安全弁１８から逃がすようにしている。
【０００５】
また、給湯止水弁１６を熱交換器９よりも上流側に設けて流量を絞ると、熱交換器９にお
ける水圧が低くなって湯の沸騰点が低下するので、給湯止水弁１６は熱交換器９よりも下
流側に設けられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
上記のような給湯自動止水型の給湯装置によれば、上記カラン２２から浴槽内に一定量の
湯を自動給湯することできる。すなわち、浴槽の上でカラン２２を開きカラン２２から浴
槽内に湯を落とし込むと、水量センサによって浴槽への湯の落とし込み量が監視され、浴
槽への湯の落とし込み量が設定湯量に達すると、出湯管１１の給湯止水弁１６によって自
動的に止水され、湯の落とし込みが停止させられる。
【０００７】
このとき、従来にあっては、まず出湯管１１の給湯止水弁１６が閉じ、ついでガス電磁弁
５が閉じてガスバーナー３の燃焼が停止するようになっていた。
【０００８】
そのため、給湯止水弁１６が閉じられ、市水と入水管１０の間に設けられている逆止弁２
１と給湯止水弁１６との間に閉じ込められた水が熱交換器９内で後沸きすると、圧力安全
弁１８も給湯止水弁１６よりも下流側に設けられているために熱交換器９内の圧力の逃げ
場がなく、内部圧力が上昇するという問題があった。
【０００９】
本発明は上述の技術的問題点を解決するためになされたものであり、その目的とするとこ
ろは、締切りタイプの過流出防止サーボ弁等の給湯止水弁の下流側に圧力安全弁が設けら
れた自動給湯及び給湯自動止水の機能を備えた給湯装置において、後沸きによる内部圧力
の上昇を発生させることなく燃焼を停止させることにある。
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【００１６】
【発明の開示】
　請求項 に記載の給湯装置の制御方法は、

において、給湯自動止水を行な
う際には、燃焼運転を停止し、該燃焼運転が停止して熱交換器温度が所定温度以下になっ
た後に止水弁を閉止することを特徴としている。
【００１７】
　請求項 に記載した給湯装置の制御方法にあっては、

燃焼運転を停止して熱交換器温度が所定温度以下になってから止水弁を閉じる
ようにしているので、後沸きによって熱交換器内の内部圧力が高くなることがない。
【００１８】
　請求項 に記載の給湯装置の制御方法は、

において、給湯自動止水を行な
う際には、燃焼運転を停止し、該燃焼運転が停止してから熱交換器温度が所定温度以上低
下した後に止水弁を閉止することを特徴としている。
【００１９】
　請求項 に記載した給湯装置の制御方法にあっては、給湯自動止水時には燃焼運転を停
止してから熱交換器温度が所定温度以上低下したことを確認した後に止水弁を閉じるよう
にしているので、後沸きによって熱交換器内の内部圧力が高くなることがない。
【００２０】
【発明の実施の形態】
（第１の実施形態）
以下、本発明の一実施形態による給湯装置１の燃焼停止時の制御方法を説明する。この給
湯装置１の構成は、図１に示したものと同じであるので、図示を省略し、図１の符号を引
用して説明する（第２の実施形態以下も同様）。まず、第１の実施形態における燃焼停止
時の制御方法を図２に示す。ステップＳ１は、カラン２２を開いて浴槽（図示せず）内へ
湯張り（自動給湯）している状態を表わしている。この湯張り動作中では、バイパス流量
調整弁２０を閉じると共に給湯止水弁１６が開かれており、ガスバーナー３でガスが燃焼
されていて入水管１０から流入した水は熱交換器９で加熱されて出湯管１１からバスアダ
プターへ供給されている。
【００２１】
給湯装置１は、湯張りを継続しながら水量センサ１２により浴槽に落とし込まれる湯の水
量（積算流量）を計測しており（ステップＳ２）、この水量が設定湯量に達すると、ガス
電磁弁５にオフ信号を出力して閉弁し（ステップＳ３）、フレームロッド１４によってガ
スバーナー３の燃焼状態を監視する（ステップＳ４）。
【００２２】
フレームロッド１４がオフになってガスバーナー３の燃焼停止が確認されると、給湯装置
１のコントローラ内に内蔵されているタイマ機能により、燃焼停止時からの経過時間をカ
ウントし（ステップＳ５）、所定時間が経過すると給湯止水弁１６を全閉にする（ステッ
プＳ６）。
【００２３】
したがって、ガス電磁弁５をオフにしてから、余熱によって熱交換器９に流れる湯が加熱
されて後沸きが生じても出湯管１１内の湯は、なお所定時間が経過するまでは給湯止水弁
１６を通って流れ出るので、後沸きによって出湯管１１内の内部圧力が高くなることがな
い。
【００２４】
また、給湯止水弁１６の下流側には圧力安全弁１８が設けられているので、燃焼停止後に
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１ 熱交換器の下流側に止水弁を設け、さらに該
止水弁の下流側に圧力安全弁を設け、浴槽への湯の落とし込み時に設定量の湯が落とし込
まれたら湯を自動止水するようにした給湯装置の制御方法

１ 例えば浴槽内に一定水量の湯を自
動給湯（落とし込み）して一定水量の湯が張られたことが検知されて給湯自動止水を行な
う時には、

２ 熱交換器の下流側に止水弁を設け、さらに該
止水弁の下流側に圧力安全弁を設け、浴槽への湯の落とし込み時に設定量の湯が落とし込
まれたら湯を自動止水するようにした給湯装置の制御方法

２



給湯止水弁１６が開いていて水圧による衝撃（ウォーターハンマー）が熱交換器９に伝わ
る恐れはない。
【００２５】
（第２の実施形態）
図３は本発明の第２の実施形態による給湯装置１の燃焼停止時の制御方法を示している。
この実施形態では、浴槽への湯張りが行なわれ（ステップＳ１）、落とし込み湯量が設定
湯量に達すると（ステップＳ２）、ガス電磁弁５が閉じられる（ステップＳ３）。
【００２６】
ついで、フレームロッド１４がオフになって（ステップＳ４）ガスバーナー３の燃焼停止
が確認されると、水量センサ１２によって燃焼停止時からの通過流量が計測され（ステッ
プＳ７）、通過流量の積算値が所定流量に達すると給湯止水弁１６を全閉にする（ステッ
プＳ６）。
【００２７】
したがって、ガス電磁弁５をオフにしてから、余熱によって熱交換器９に流れる湯が加熱
されて後沸きが生じても出湯管１１内の湯は、なお所定流量が流れるまでは給湯止水弁１
６が閉じられないので、後沸きによって出湯管１１内の内部圧力が高くなることがない。
【００２８】
（第３の実施形態）
図４は本発明の第３の実施形態による給湯装置１の燃焼停止時の制御方法を示している。
この実施形態では、浴槽への湯張りが行なわれ（ステップＳ１）、落とし込み湯量が設定
湯量に達すると（ステップＳ２）、ガス電磁弁５が閉じられる（ステップＳ３）。
【００２９】
ついで、フレームロッド１４がオフになって（ステップＳ４）ガスバーナー３の燃焼停止
が確認されると、缶体温度センサ１５によって缶体温度（熱交換器温度）が計測され（ス
テップＳ７）、缶体出湯温度が所定温度以下になったら給湯止水弁１６を全閉にする（ス
テップＳ６）。
【００３０】
したがって、ガス電磁弁５をオフにしてから、余熱によって熱交換器９に流れる湯が加熱
されて後沸きが生じても出湯管１１内の湯は、缶体温度が所定温度以下に下がるまでは給
湯止水弁１６が閉じられないので、後沸きによって出湯管１１内の内部圧力が高くなるこ
とがない。
【００３１】
（第４の実施形態）
図５は本発明の第４の実施形態による給湯装置１の燃焼停止時の制御方法を示している。
この実施形態では、浴槽への湯張りが行なわれ（ステップＳ１）、落とし込み湯量が設定
湯量に達すると（ステップＳ２）、ガス電磁弁５が閉じられる（ステップＳ３）。
【００３２】
ついで、フレームロッド１４がオフになって（ステップＳ４）ガスバーナー３の燃焼停止
が確認されると、缶体温度センサ１５によって缶体温度が監視され（ステップＳ９）、燃
焼停止時からの温度低下量が所定温度以上になると給湯止水弁１６を全閉にする（ステッ
プＳ６）。
【００３３】
したがって、ガス電磁弁５をオフにしてから、余熱によって熱交換器９に流れる湯が加熱
されて後沸きが生じても出湯管１１内の湯は、缶体温度が所定温度以上低下するまでは給
湯止水弁１６が閉じられないので、後沸きによって出湯管１１内の内部圧力が高くなるこ
とがない。
【００３４】
なお、上記実施形態においては、フレームロッドがオフになるのを確認してから、所定時
間の経過、所定流量、所定温度以下の缶体温度、所定温度以上の缶体温度の低下などを検
出するようにしているが、いずれもステップＳ４を省略し、ステップＳ３でガス電磁弁を
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閉じた後、直ちにこれらの処理を行なってもよい。
【００３５】
また、例えば第１の実施形態におけるステップＳ５を省略し、フレームロッドのオフによ
って燃焼停止を確認した後、直ちに給湯止水弁を閉じるようにしてもよい。
【００３６】
【発明の効果】
本発明によれば、給湯自動止水時における熱交換器における後沸きによる内部圧力の上昇
を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】給湯自動止水型の給湯装置の構成を示す図である。
【図２】本発明の一実施形態による燃焼停止時の制御方法を表わしたフロー図である。
【図３】本発明の別な実施形態による燃焼停止時の制御方法を表わしたフロー図である。
【図４】本発明のさらに別な実施形態による燃焼停止時の制御方法を表わしたフロー図で
ある。
【図５】本発明のさらに別な実施形態による燃焼停止時の制御方法を表わしたフロー図で
ある。
【符号の説明】
３　ガスバーナー
９　熱交換器
１０　入水路
１１　出湯路
１２　水量センサ
１４　フレームロッド
１５　缶体温度センサ
１６　給湯止水弁
１８　圧力安全弁
２２　カラン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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